
・ 奄美地域のスモモ「カラリ（花螺季）」では，近年，秋冬期の高温による開花不良等の被害が顕在化
・ これまでの秋冬期に年間窒素量の80％を分施する施肥体系では，秋冬期の高温が窒素の肥効に影響し，開花不良を助長
・ 秋冬期中心の慣行の施肥体系から，春夏期中心の施肥に変更し，生産量の低下を軽減できる技術を検討
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秋冬期に施肥する慣行の体系から春夏期に変更することで，慣行より花数が多くなり，増収する

春夏施肥によるスモモ「カラリ」の開花不良軽減および増収効果

成果の内容

背景・目的

期待される効果

(R05)

・ 休眠期の11月と12月に年間窒素施用量の40％ずつを分施する慣行の
秋冬施肥に対し，開花期の２月と収穫後の７月に，年間窒素施用量の
40％ずつを分施する春夏施肥を開発

・ 春夏施肥への変更により発芽率が高まり，花数が多くなり，増収する
・ 春夏施肥への変更は，開花盛期，収穫盛期，果実品質に影響しない

スモモ「カラリ」の花数の確保により
着果が安定

〇普及対象・範囲：奄美地域のスモモ
「カラリ」 生産者

「カラリ」の生産安定，所得向上


